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�

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業�

「
書
道
教
室
」�

■日
７
月
４
日
〜
８
月
８
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
６
回
）
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

■場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方�

■持
半
紙
、
墨
、
書
道
用
具
一
式�

■定
１５
人
（
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

決
定
を
受
け
て
い
る
方
を
優
先
、
そ
の
他

の
方
は
申
込
順
）
※
５
人
未
満
の
場
合
は

中
止�

■費
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を

受
け
て
い
る
方
は
、
市
が
決
定
し
た
金
額
。

そ
の
他
の
方
は
、
１
回
の
参
加
に
つ
き
１

０
０
円
（
毎
回
徴
収
）
※
材
料
代
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

■申
６
月
２３
日
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
社

会
福
祉
協
議
会
（
�
９９５
・
３
６
３
６
、

�
９９５
・
５
２
８
７
）
へ�

�

泥
壁
の
土
こ
ね
体
験�

　
市
指
定
文
化
財
の
太
田
家
住
宅
の
復
元

工
事
に
伴
う
「
泥
壁
の
土
こ
ね
体
験
」
を

文
化
財
講
座
と
し
て
実
施
し
ま
す
。�

■日
６
月
２４
日
�
①
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

②
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
、
２５
日
�
③
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
④
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時�

■場
復
元
先
太
田
家
住
宅
（
八
條
３
７
３
１
、

綾
瀬
川
放
水
路
八
潮
排
水
機
場
隣
）
※
八

潮
団
地
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
約
１０
分
、
駐
車

場
あ
り�

■対
①
〜
③
小
中
学
生
の
方
、
④
一
般
の
方�

■持
タ
オ
ル
、
雨
靴
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て

も
良
い
服
装�

■定
各
回
２０
人�

■申
６
月
１７
日
ま
で
に
電
話
で
資
料
館
（
�

９９７
・
６
６
６
６
）
へ�

�

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
！�

■日
７
月
３
日
�
〜
１４
日
�
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）�

■場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ�

■対
市
内
在
住
の
個
人
で
、
自
己
搬
出
可
能

な
方�

■内
自
転
車
、
家
具
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

入
札
に
よ
る
販
売
（
展
示
期
間
中
、
希
望

価
格
を
入
札
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
１

人
１
品
）�

※
落
札
発
表
＝
７
月
１９
日
�
　
午
後
１
時�

■問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
�
９９７
・
６
６
９
６�

������

第
２２
回
八
潮
市
民
音
楽
祭
参
加
者�

■日
１２
月
３
日
��

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル�

■対
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
若
し
く

は
市
内
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、

ま
た
は
個
人�

■内
音
楽
演
奏
発
表
会�

■費
無
料�

■申
７
月
２５
日
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
文
化
協
会
事
務
局
（
八

幡
公
民
館
内
�
９９５
・
６
２
１
６
※
受
付
時

間
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ�

�

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
☆
天
国
Ｕ
│
２０

出
演
者�

■日
８
月
６
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル�

■対
小
学
生
〜
２０
歳
未
満
の
方�

■内
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
朗
読
、
け
ん
玉
、

ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
の
得
意
技
を
披
露�

■費
個
人
８
０
０
円
、
団
体
（
２
人
以
上
）

２
０
０
０
円
※
保
険
料
含
む�

■申
６
月
１４
日
か
ら
７
月
１４
日
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
、
八
潮
メ
セ
ナ
（
�
９９８
・
２

５
０
０
）
へ�

�

統
計
登
録
調
査
員�

　
市
で
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る
統
計
調

査
の
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
統
計
調
査
と
は
、
国
や
県
な
ど
が
様
々

な
施
策
を
企
画
・
立
案
す
る
た
め
の
資
料

と
し
て
行
う
調
査
の
こ
と
で
す
。
調
査
方

法
は
調
査
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
調
査
対
象
に
調
査
票
を
配
付
し
、

記
入
し
て
も
ら
っ
た
調
査
票
を
回
収
後
、

内
容
を
確
認
し
て
か
ら
市
へ
提
出
す
る
と

い
う
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調

査
ご
と
に
国
や
県
で
定
め
ら
れ
た
報
酬
が

支
給
さ
れ
ま
す
。�

■問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
３�

�

健
康
づ
く
り
行
動
計
画
策
定
部
会
員�

　
今
年
度
策
定
す
る「
八
潮
市
健
康
づ
く

り
行
動
計
画
」
に
、
意
見
や
提
案
を
い
た

だ
く
策
定
部
会
員
を
募
集
し
ま
す
。�

■日
７
月
〜
平
成
１９
年
３
月�

■対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳
以
上
で
、

平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
（
５
回
程
度
）

に
出
席
可
能
な
方
※
市
の
付
属
機
関
の
委

員
、
市
職
員
、
市
議
会
議
員
等
は
除
く�

■内
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
項
４
領
域（
①

栄
養
・
食
生
活
②
身
体
活
動
・
運
動
③
休

養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
④
歯
の
健
康
）
に
つ

い
て
の
意
見
や
提
案�

■定
４
人
（
各
領
域
１
人
）�

■申
６
月
２０
日
�
ま
で
に
応
募
動
機（
様
式

自
由
で
４
０
０
字
程
度)

と
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
、

郵
送
（
〒
３
４
０
│
０
８
１
５
八
潮
８
│

１０
│
１
）、
�（
９９５
・
３
３
８
３
）、Ｅ
メ
ー

ル（kenkozoshin@city.yashio.lg.jp

）

で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９９５
・
３
３
８
１
）

へ�
�

市
立
学
童
保
育
所
夏
期
臨
時
職

員�

■日
７
月
２４
日
〜
８
月
３１
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
６
時
ま
で
の
う
ち
８
時
間�

月
〜
金
曜
日�

■場
学
童
保
育
所
の
う
ち
の
７
カ
所（
わ
か

く
さ
・
た
け
の
こ
・
や
わ
た
・
や
な
ぎ
の
み

や
・
お
お
ぜ
・
だ
い
ば
ら
・
は
ち
じ
ょ
う
）�

■対
１９
歳
〜
５０
歳
ま
で
の
方�

■内
学
童
保
育
指
導
員
の
補
助
と
し
て
、小

学
低
学
年
（
１
〜
３
年
生
）
の
保
育�

※
選
考
方
法
は
面
接
（
日
時
に
つ
い
て
は

後
日
、
個
別
に
連
絡
）�

■費
時
給
８
５
０
円
（
交
通
費
あ
り
）�

■申
６
月
３０
日
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課
（
�

○内
３
１
４
・
４
８
０
）
へ�

�

委
託
訓
練
受
講
生�

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
を
対
象
と
し
た

委
託
訓
練
受
講
生�

■内
３
日
間
の
準
備
講
習
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
や
効
果
的
な
就
職
活
動
方
法
な
ど
）
後
、

３
カ
月
の
職
業
訓
練
を
受
講
し
、
就
職
に

役
立
つ
資
格
や
知
識
を
習
得�

②
障
害
者
委
託
訓
練
受
講
生�

■内
パ
ソ
コ
ン
関
係
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３

級
を
目
指
す
講
習
会
形
式
の
訓
練
の
他
に
、

企
業
で
の
実
務
訓
練
な
ど
、
多
彩
な
コ
ー

ス
を
設
定�

■場
県
内
の
民
間
訓
練
機
関
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
企
業
な
ど
。�

―
①
②
共
通
―�

■費
無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）�

■問
職
業
能
力
開
発
課
（
�
０４８
・
８３０
・
４
５

９
８
）
　
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
�

０４８
・
６５１
・
３
１
２
２
）�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http//w
w

w.pref.saitam
a.lg.jp/

A
07/B

C
00/index.htm

l
�

八
潮
市
美
術
展
覧
会
出
展
作
品�

　
今
年
か
ら
事
前
申
し
込
み
制
に
な
り
ま

し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

■対
一
般
の
部
＝
１５
歳
以
上
の
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
（
中
学
生
は
除
く
）�

参
考
の
部
＝
他
の
展
覧
会
で
受
賞
し
た
作

品
を
出
品
す
る
方�

■内
洋
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、

版
画
）、
日
本
画
（
日
本
画
、
水
墨
画
）

彫
刻
、
工
芸
、
陶
芸
※
規
格
等
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

搬
入
＝
９
月
１０
日
、
搬
出
＝
９
月
１７
日�

■定
１
人
２
点
以
内
、
未
発
表
の
も
の
に
限

る
（
参
考
の
部
を
除
く
）�

■費
１
点
に
つ
き
８
０
０
円
（
出
品
料
）�

■申
７
月
１０
日
ま
で
に
、
参
加
申
込
書
（
八

幡
公
民
館
窓
口
に
て
配
布
）
を
記
入
の
う

え
、
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内

�
９９５
・
６
２
１
６
※
受
付
時
間
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
）
へ�

第
２３
回
八
潮
市
美
術
展
覧
会�

■日
９
月
１４
日
�
〜
１７
日
��

■場
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室
・
集
会
室�

　今日の環境問題は、地球温暖化などの地球規模の問題から廃棄物・リサイクル対
策など身近な問題に至るまで、私たちの日常生活や事業活動に深くかかわっていま
す。私たち一人ひとりが環境に対する意識を高め、ライフスタイルや事業活動のあ
り方を見直し、できることから少しずつ実践していくことが重要です。�
　市では、平成１６年１２月９日に「ＩＳＯ１４００１」の認証を取得し、現在、環境負荷の
削減、省エネルギー､省資源に取り組むエコオフィス活動をはじめ、循環型社会の
構築に取り組んでいます。�
≪エコライフ・エコオフィス運動≫�
・ムダな電気は消し、省エネルギーに心がけましょう。�
・ムダな水道は止め、省資源に努めましょう。�
・資源を大切にし、ごみの量を減らしましょう。�
・環境に配慮した商品を使用、購入しましょう。�
・公共交通機関を利用しましょう。�
・アイドリング・ストップを実施しましょう。�
・生活雑排水や工場排水に気を付け、川をきれいにしましょう。�
・自然に触れ、家庭や職場に緑を取り入れましょう。�
・地域や地球全体のことを考えて行動しましょう。�

《6月は環境月間です！！》�
かけがえのない「地球」を守りましょう。�

環境月間とは･･･�
　環境省では、事業者および国民の間に広く環境の保全についての関心
と理解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲
を高めるため、６月５日の「環境の日」を中心とする、６月の１カ月間
を「環境月間」としています。�

ごみのポイ捨て、犬の糞、ごみの焼却で多くの皆さんが迷惑しています。�
地球環境への取り組みは、身近な環境への一人ひとりの配慮から始まります。�

■問環境課�○内３３８�

　
市
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い

て
、
住
民
を
迅
速
か
つ
的
確
に
避
難
・

救
援
す
る
た
め
、「
国
民
保
護
に
関
す

る
八
潮
市
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。�

　
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
市
の

計
画
原
案
を
公
表
し
ま
す
。�

　
計
画
策
定
段
階
で
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
、同
計
画

に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

意
見
募
集
期
間�

■日
７
月
３
日
〜
３１
日�

計
画
原
案
の
設
置
場
所
（
６
月
２８
日

か
ら
）�

■場
交
通
防
災
課
、
八
條
図
書
館
、
八
幡

図
書
館
、
ゆ
ま
に
て�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http://www.city.yashio.lg.jp/

資
料�

国
民
保
護
に
関
す
る
八
潮
市
計
画
（
原

案
）�意

見
の
提
出
方
法�

�
記
入
事
項�

　
住
所
、
氏
名
お
よ
び
意
見�

※
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
、名
称
お
よ
び
代

表
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

�
提
出
方
法�

　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
様

式
は
自
由
）�

意
見
の
取
り
扱
い�

・
市
は
、
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

考
慮
し
、
計
画
を
作
成
し
ま
す
。�

・
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
市
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。�

・
ご
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
、
公
開
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

住
所
・
氏
名
等
を
公
表
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

・
個
々
の
ご
意
見
に
対
す
る
回
答
は
い

た
し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。�

提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先�

環
境
経
済
部
危
機
管
理
担
当
�
○内
８
２

７
、�
９９５
・
７
３
６
７�

Ｅ
メ
ー
ル
‥�

kikikanri@
city.yashio.lg.jp

受動喫煙の防止にご協力を！�受動喫煙の防止にご協力を！�受動喫煙の防止にご協力を！�受動喫煙の防止にご協力を！�
問�保健センター �995-3381

　たばこを吸わない人が、他人のたばこの煙（主流煙、副流煙）を吸
わされることを、「受動喫煙」といいます。�

　喫煙により喫煙
者自身、肺がんや
咽頭がんを始め、
種々のがんや虚血
性心疾患、気管支
炎、胃潰瘍等にか
かるリスクが増大
することはよく知
られていますが、
同様に喫煙者の周
りにいる人にも害
を与えます。�
　特に、子どもや
妊産婦、胎児（低
体重児、小児がん等の原因になる可能性が指摘されている）に
与える影響が大きいと言われています。�

たばこの煙から開放される環境づくりは、�
健康生活への第一歩�

全面禁煙・空間分煙実施施設を募集しています�

　受動喫煙による健康影響を防ぐため、健康増進法が平成１５年５
月１日に施行されました。�
　この法律では、「学校、体育館、劇場、観覧車、展示場、百貨店、
事務所、官公庁施設、飲食店などその他の多数の者が利用する施
設を管理する者は、これらを利用する者について、受動喫煙を防
止するために必要な措置を講ずるよう努めなければならない」と
定めています。�
　未だ対策をされていない場合は、全面禁煙、換気装置による完
全分煙などの対策を進めましょう。�

　埼玉県では、受動喫煙による健康への悪影響を防止するため、
全面禁煙により積極的に取り組む施設を認証することにより、受
動喫煙防止対策を推進しています。�

■問埼玉県越谷保健所�９６４－１２６６�

①
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
変
更�

　
予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
１８
年
６
月
２
日
か
ら
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
予
防
接
種
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ�

②
精
神
障
害
者
交
流
事
業
『
ソ
ー
シ
ャ
ル

ク
ラ
ブ
』�

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
社
会
復
帰
、
社
会
参
加
、
自
立

支
援
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
生
活
相
談
・

憩
い
の
場
・
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て

あ
な
た
の
生
活
を
応
援
し
ま
す
！�

■日
毎
週
火
曜
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分�

■対
次
の
�
〜
�
に
該
当
す
る
市
民
の
方�

�
日
常
生
活
に
お
い
て
健
康
管
理
の
で
き

る
方�

�
集
団
生
活
に
支
障
が
出
な
い
程
度
に
、

症
状
が
安
定
し
て
い
る
方
（
要
主
治
医
意

見
書
）�

�
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
方�

�
家
族
・
保
護
者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
方�

■内
茶
話
会
、
調
理
、
ス
ポ
ー
ツ
、
掃
除
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

な
ど�

■費
無
料
（
内
容
に
よ
り
実
費
負
担
あ
り
）�

③
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室�

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ

う
。�

■日
７
月
２８
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

０
時
３０
分�

■対
市
内
在
住
の
親
子�

■内
望
ま
し
い
食
習
慣
の
話
と
バ
ラ
ン
ス
食

の
調
理
実
習�

■定
２０
組�

■費
１
人
５
０
０
円
（
材
料
費
）�

―
②
③
共
通
―�

■場
保
健
セ
ン
タ
ー�

■申
電
話
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ�

　
６
月
１
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
事
故
や
渋
滞
の
原
因
と
な
る
違

法
駐
車
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
り
ま

し
た
。�

短
時
間
の
放
置
駐
車
も
取
り
締
ま
り�

　
悪
質
か
つ
危
険
な
違
反
を
重
点
に
、
駐

車
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
駐

車
は
取
り
締
ま
り
対
象
と
な
り
ま
す
。�

所
有
者
は
放
置
違
反
金
納
付
の
対
象
に�

　
放
置
駐
車
違
反
と
し
て
確
認
さ
れ
た
車

両
に
つ
い
て
、
運
転
者
が
反
則
金
を
納
付

し
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
そ
の
車
両
の
所

有
者
な
ど
に
対
し
て
、
放
置
違
反
金
（
反

則
金
と
同
額
）
の
納
付
が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。�

常
習
違
反
者
へ
の
使
用
制
限�

　
放
置
違
反
金
納
付
命
令
を
繰
り
返
し
受

け
た
常
習
違
反
者（
車
両
の
使
用
者
）
に

は
、
一
定
期
間
、
車
両
の
使
用
が
制
限
さ

れ
ま
す
。�

車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す�

　
放
置
違
反
金
を
滞
納
し
て
公
安
委
員
会

か
ら
督
促
を
受
け
た
者
は
、
滞
納
処
分
に

よ
る
強
制
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
放
置
違
反
金
が
納
付
さ
れ
な
け

れ
ば
、
車
検
手
続
き
を
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

駐
車
監
視
員
の
巡
回�

　
放
置
駐
車
違
反
の
取
り
締
ま
り
の
一
部

が
民
間
に
委
託
さ
れ
、
警
察
官
以
外
に
、

民
間
の
「
駐
車
監
視
員
」
に
よ
る
違
反
車

両
へ
の
標
章
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
の
取
り
付

け
が
、指
定
地
域
で
行
わ
れ
ま
す
。�

■問
草
加
警
察
署
�
９４３
・
０
１
１
０
、
交
通

防
災
課
�
○内
３
０
８�

草加警察署駐車監視員�
活動路線�放置車両→確認標章取り付け�

反則告知� 車両の所有者へ�
○弁明通知書�
○納付書を送付�

所有者に放置�
違反金納付命�
令�

反則金を�
納付しない�
場合�

違反者判明� 違反者が判明�
しない場合�

反則金納付� 不納付�納付�

滞納処分に着手�

取り締まり手続きの流れ取り締まり手続きの流れ�取り締まり手続きの流れ�

「
国
民
保
護
に
関
す
る
八
潮
市
計
画（
原
案
）」�

 

に
対
す
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葛
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用
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草加市�

川�

綾�
瀬�

けやき通
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けやき通
り�

八潮市�

県
道
越
谷
八
潮
線

県
道
越
谷
八
潮
線（
産
業
道
路

産
業
道
路
）�

県
道
越
谷
八
潮
線（
産
業
道
路
）�

弁天町�

中央四�

監
視
活
動
　
重
点
路
線
区
間

監
視
活
動
　
重
点
路
線
区
間�

監
視
活
動
　
重
点
路
線
区
間�

ア
ン
ダ
ー 


